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　学生の皆さんへ。本研究室では、理論計算や有限要素解析のみならず、テスト機を実際に設計・製作し、実験
により提案手法を実証するといった、一連のものづくりプロセスを実際に経験できます。機械工学科に所属しな
がらモータの研究をするので、機械工学のみならず、制御工学、電気電子工学，パワーエレクトロニクスの基礎
知識も修得できます。また、毎週の研究報告会や個別の打ち合わせを繰り返すことで、プレゼンテーション能力、
課題解決力、計画・実行力、文章作成能力を養います。技術者に必要な素養・能力を身につける機会は学生時代
をおいて他にありません、研究生活を通して、社会で活躍できる技術者を目指しましょう。

　本研究室では，回転子を磁気力により非接触で支持する磁気軸受，およびモー
タと磁気軸受の機能を磁気的に一体化したベアリングレスモータの研究を行って
います．具体的には，磁気浮上モータシステムの小形化・低消費電力化・低コス
ト化，さらには超高速回転化に取り組んでいます．例えば，これまでに磁気浮上
と回転には複数台のインバータが必要でしたが，本研究室では，少ないコイル数，
少ないパワー素子数で，さらには三相インバータ１台のみでの磁気浮上回転を試
みています．また，これまでのシステムでは，磁気浮上と回転には別々
の巻線を使っていましたが，本研究室では、１種類のコイルのみで磁
気浮上と回転を試みています．上記以外にも，永久磁石を回転子に埋
め込んだモータおよびドライブ装置であるインバータの設計と駆動制
御に関する研究にも取り組んでいます．以下の研究室ホームページで
成果を公開しています．
https://wwp.shizuoka.ac.jp/asama/
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